










氏名・(本籍) 馬 j崩 卯 さ=. 5; 郎ろう
学位の種類 文 悼ヲι」 博 士
学位記番号 第 953 1 τEヨコ
学位授与の日付 平成 3 年 2 月 28 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 糸竹初心集の研究一近世邦楽史研究序説一
論文審査委員 教(主査授) 谷村 晃
教(副査授) 山崎正和 助教授山口 修
論文内容の要旨
































第 E部から本論文が始まるO 第 E部は第 I 章<近代邦楽現存最古文献としての糸竹初心集>，第 E 章
<糸竹初心集成立の背景としての17世紀の音楽思想>，第E章<糸竹初心集の成立>，第W章<糸竹初




楽論や音楽実習がこの書の思想的背景であったとする O すなわち熊沢蕃山 (1619 -1691)，中村 斎






































































評価すべき第 2 の点は，研究対象としてまともに楽譜に取り組んだ点 日本音楽の研究として極めて
独創的なことといわなければならなし 1。それは非常に奇異に聞こえるかも知れないが，従来の日本音楽
研究では，実際に鳴り響いた音の記録としての楽譜をそのようなものとして取り上げる姿勢に欠けてい
た。研究のなかで楽譜が取り上げられても そこから音楽が聞こえてくることはなかった。日本音楽の
研究が日本史や国文学の研究としてではなく，音楽の研究として学問的成果を挙げ得るためには，音そ
のものが，そしてまた音を奏でる人間の思考をそのものが関われなければならなし、。本論文では， r糸
竹初心集』の事例を手がかりにして日本人の音に対する感性，時代と社会の中で鳴り響いてきた音が追
究されているのである O この意味で本研究はまた今後の日本音楽研究におけるひとつのモデルとなる
であろう。
評価すべき第 3 の点は，方法論的に的確な史料批判と，楽譜を手がかりとした流動的音楽行動の比較
分析によって，これまで秘事として暗闇に包まれていた近世邦楽史に然るべき入り口を見いだしたこと
にある。この方向で日本音楽の研究が推進されることによってはじめて，日本音楽研究がが単なる専門
知識の収集に終始することなく，人文科学に貢献する重要な研究分野と成り得るものと思われるO
評価すべき第 4 の点は本研究のために収集された資料の豊富さとその読みの深さである。そうした
読みの深さはしばしば，フィールドワークによる音の実地体験と実地検証の中で醸成され，思索され，
そして理論付けられているのでそれは決して偶然の思いつきや牽強付会ではない。
以上本論文の卓越した諸点を列挙したが，その一方で本論文には問題点も認められるO まず収集され
た資料が余りにも多く，その全てが十分に使いこなせていない恨みがある。もっとも副題に<近代邦楽
史研究序説>とあるように，これは同時代の史料のみによって17世紀の音楽を叙述するという構想の基
礎となる出発点と考えるならば，この豊富な資料の存在は今後の研究のための貴重な財産であるといえ
るかも知れなし、。また筑紫の系譜，三味線渡来の歴史的事実，一節切と尺八の関係等の問題については，
従来の説が史的事実に裏付けられた根拠のあるものでないことが明らかになっただけで，その先，これ
らの問題をどのように展開するのかは必ずしも明らかではなし」次に問題なのは第N部であるO 第E部
までの論旨の重要な支えとなるべき音の分析の章が必ずしも最善の状態に整理論述されていないので
説得力に欠けるのは真に残念であるO それに第N部を読むために別添された参考資料も説明不足のため
に必ずしも十分参考資料としての役を果していない。しかしながらこうした欠点にも拘らず，本論文に
一貫して流れる主張の独創性，学的批判精神およびその真撃な研究姿勢には傾聴に値するものがあるO
以上のように，本論文は従来のこの分野の研究の水準を越えるのみならず，それに新しい関心と方法
を聞き，日本音楽研究の大幅なレヴェル・アップを期待させる注目すべき論考であるO 文学博士(論文)
の学位申請論文として十分の価値を有するものと認定する。
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